
え
込
ま
せ
た
二
年
間
だ
っ
た
。

人
類
学
に
付
き
物
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、

Ｃ
Ａ
Ｍ
の
研
究
も
兼
ね
、
中
華
街
、
ホ
ー
ム
レ
ス
ら

貧
困
層
の
生
活
に
関
す
る
調
査
を
す
る
た
め
、
シ
ェ

ル
タ
ー
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
駐
車
場
に
出
向

い
た
。
貧
困
研
究
も
行
っ
て
い
た
の
は
、
当
時
の
日

本
に
お
け
る
ホ
ー
ム
レ
ス
の
増
加
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
ハ
ワ
イ
で
は
、
中
華
街
に
集
ま
る
ア
ジ
ア
系

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
多
様
性
、
シ
ェ
ル
タ
ー
利
用
者
の

精
神
症
状
や
ド
ラ
ッ
グ
使
用
の
管
理
の
必
要
性
な
ど
、

現
地
で
見
聞
き
し
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
こ
と
が
あ

っ
た
。

ま
た
、留
学
中
入
居
し
て
い
た
、East-W

est
C
en-

ter

の
寮
の
共
同
キ
ッ
チ
ン
は
、
ま
さ
し
く
国
際
交

流
の
場
だ
っ
た
。
当
時
の
留
学
生
は
東
ア
ジ
ア
・
東

南
ア
ジ
ア
出
身
者
が
多
く
、
中
華
文
化
圏
内
の
幅
広

さ
、
食
に
見
る
南
方
文
化
と
の
共
通
性
な
ど
、
教
科

書
で
習
う
難
し
い
概
念
が
フ
ー
ド
と
し
て
表
れ
て
い

た
。

人
類
学
と
看
護

帰
国
後
は
研
究
・
臨
床
と
再
び
看
護
に
ど
っ
ぷ
り

つ
か
る
こ
と
に
な
り
、
人
類
学
や
ハ
ワ
イ
大
学
は
遠

い
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
ハ
ワ
イ

大
学
留
学
の
成
果
を
思
わ
ぬ
か
た
ち
で
発
揮
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。「
看
護
も
人
類
学
も
知
っ
て
い
る
人

間
が
い
な
い
」
と
い
う
理
由
で
、
分
野
横
断
的
な
私

の
経
験
を
教
員
と
し
て
活
か
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ち

ょ
う
ど
、
国
際
看
護
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
始
め
た
時
期
で
あ
る
。

そ
し
て
い
ま

現
在
教
鞭
を
執
っ
て
い
る
横
浜
の
地
は
、
ハ
ワ
イ

と
同
じ
く
多
様
な
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
持
つ
人
々
が
暮

ら
す
国
際
都
市
で
あ
る
。
地
域
の
小
中
学
校
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
容
姿
や
名
前
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
が
自

然
に
交
じ
り
合
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
高
等
教
育
レ

ベ
ル
で
い
う
と
、
日
本
の
留
学
生
受
け
入
れ
人
数
は

約
一
三
万
八
〇
〇
〇
人
で
あ
り
、
今
後
三
〇
万
人
に

引
き
上
げ
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
て
い
る
。
か
く
い

う
私
も
い
ず
れ
は
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
立
場
に
立

て
れ
ば
、
と
い
う
思
い
を
温
め
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
、
ハ
ワ
イ
大
学
で
出
会
っ
た
教
授
陣
の
よ
う
に
尊

敬
さ
れ
る
存
在
に
な
る
、
と
い
う
の
が
目
下
の
目
標

で
あ
る
。

神
経
疾
患
を
持
つ
こ
と
の
意
味
を
彼
自
身
の
姿
で

伝
え
て
い
たR

obillard

教
授
の
よ
う
に
、
学
生
自

身
の
思
索
を
促
す
問
い
を
発
し
続
け
た
い
。
ま
た
、

皇
太
子
明
仁
親
王
奨
学
金
奨
学
生
で
、
日
本
の
演
歌

研
究
で
有
名
なY

ano

教
授
の
よ
う
に
、
複
雑
な
理

論
を
鮮
や
か
に
解
き
ほ
ぐ
す
、
切
れ
味
抜
群
の
講
義

を
行
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

人
類
学
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
き
、
他
者

の
認
識
や
他
の
文
化
が
持
つ
特
徴
を
明
る
み
に
出
す
。

看
護
学
も
看
護
実
践
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

通
し
て
、
人
々
の
健
康
へ
の
認
識
を
明
ら
か
に
し
、

健
康
の
増
進
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
に
つ
な
げ
る
。
特
に
、

現
在
教
授
し
て
い
る
地
域
看
護
学
は
、
地
域
で
暮
ら

す
人
々
の
健
康
に
か
か
わ
る
要
因
を
探
る
と
き
に
、

現
地
に
赴
き
、
現
地
の
人
々
の
生
活
を
あ
り
の
ま
ま

に
記
述
す
る
と
い
う
、
人
類
学
的
方
法
を
取
り
入
れ

て
い
る
。
と
も
に
他
者
と
の
か
か
わ
り
に
根
差
し
た

学
問
で
あ
る
、
人
類
学
と
看
護
を
武
器
に
し
て
、
人

が
よ
く
生
き
る
こ
と
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

翔べ！ 世界へ 奨学生体験記

中国および東ティモールからの留学生。支援してくれたハワイの人々
とともに（左から３番目が筆者）
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留
学
と
ハ
ワ
イ
〜
Ｃ
Ａ
Ｍ
へ
の
興
味

近
年
、
海
外
に
留
学
す
る
日
本
人
学
生
が
減
少
す

る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
一
二
年
前
の
私
は
、
大

学
院
生
た
る
も
の
、
と
に
か
く
留
学
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
。
そ
ん
な
時
、
京
都
大

学
のB

ecker

教
授
の
特
別
講
義
と
看
護
学
科
の
掲

示
板
か
ら
、
皇
太
子
明
仁
親
王
奨
学
金
の
存
在
を
知

っ
た
。
当
時
の
私
は
、C

om
plem

entary
and
A
l-

ternative
M
edicine

（
通
称
Ｃ
Ａ
Ｍ
、
補
完
代
替

医
療
）が
も
た
ら
す
市
民
主
体
の
医
療
の
可
能
性
を

研
究
し
て
い
た
。
ハ
ワ
イ
と
い
え
ば
ア
ジ
ア
系
移
民

に
よ
る
独
自
の
文
化
が
あ
り
、
生
物
学
の
最
新
の
知

見
に
基
づ
く
医
療
と
、
鍼
灸
や
ハ
ー
ブ
療
法
な
ど
の

伝
統
的
な
医
療
が
自
然
に
融
合
さ
れ
て
い
る
。
し
か

も
ハ
ワ
イ
大
学
に
は
、
当
時
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
皆

無
で
あ
っ
た
医
療
人
類
学
コ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
も
は

や
私
に
と
っ
て
、
ハ
ワ
イ
大
学
留
学
は
必
然
で
あ
り
、

運
命
で
あ
っ
た
。

ハ
ワ
イ
で
の
生
活

ハ
ワ
イ
の
青
い
海
を
眺
め
つ
つ
降
り
立
っ
た
ホ
ノ

ル
ル
空
港
で
、
皇
太
子
明
仁
親
王
奨
学
金
財
団（
在

ハ
ワ
イ
）のO

kaw
a

事
務
局
長
か
ら
、
レ
イ
を
か
け

て
い
た
だ
い
た
。
ハ
ワ
イ
で
は
人
々
の
他
者
に
対
す

る
思
い
や
り
や
愛
情
を
ア
ロ
ハ
ス
ピ
リ
ッ
ト
と
い
う

が
、
そ
の
意
味
を
体
感
す
る
こ
と
が
幾
度
も
あ
っ
た
。

日
系
の
人
々
は
も
ち
ろ
ん
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ（
民
族

性
）に
関
係
な
く
、
ハ
ワ
イ
の
人
々
は
留
学
生
に
寛

容
で
あ
っ
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
の
ワ
イ
キ
キ

の
華
や
ぎ
だ
け
で
は
な
く
、
自
宅
で
の
感
謝
祭
、
ア

メ
フ
ト
観
戦
で
の
駐
車
場
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
、
観

光
で
は
味
わ
え
な
い
米
国
文
化
を
わ
れ
わ
れ
に
紹
介

し
て
く
れ
た
。

さ
て
、肝
心
の
学
業
に
つ
い
て
、私
はA

nthropol-

ogy

（
人
類
学
）学
部
の
修
士
課
程
医
療
人
類
学
コ
ー

ス
に
所
属
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
壁
に
ぶ
つ
か
っ

た
。
私
は
あ
え
て
、
日
本
で
の
専
攻
と
は
全
く
異
な

る
分
野
を
ハ
ワ
イ
大
学
で
は
志
望
し
た
。「
英
語
論

文
を
読
む
こ
と
に
は
あ
る
程
度
慣
れ
て
い
る
」
と
い

う
慢
心
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
簡

潔
明
瞭
で
実
践
志
向
の
医
学
系
論
文
と
、
人
類
学
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
西
欧
哲
学
の
伝
統
に
基
づ
く

そ
れ
と
は
質
が
違
う
。
自
分
の
無
知
を
痛
感
し
な
が

ら
、
そ
れ
で
も
英
語
と
人
類
学
の
世
界
観
を
体
に
覚

●
皇
太
子
明
仁
親
王
奨
学
金（
二
〇
〇
八
年
二
月
に
名
称
変

更
）は
、
現
在
の
天
皇
陛
下
の
ご
成
婚
と
ハ
ワ
イ
ご
訪
問
を

記
念
し
て
、
ハ
ワ
イ
の
日
系
人
、
ホ
ノ
ル
ル
日
本
商
工
会
議

所
、
経
団
連
を
含
め
た
わ
が
国
経
済
界
の
協
力
に
よ
り
、
一

九
六
〇
年
に
創
設
さ
れ
た
。
日
米
両
国
の
相
互
理
解
と
友
好

親
善
の
推
進
を
目
的
に
、
ハ
ワ
イ
大
学
と
日
本
の
大
学
と
の

相
互
留
学
を
行
っ
て
い
る
。

ハ
ワ
イ
で
学
ん
だ
人
類
学
を

看
護
に
活
か
す

皇
太
子
奨
学
金
奨
学
生（
二
〇
〇
一
―
二
〇
〇
二
年
）。
保
健
学
修
士（
東
京

大
学
）。
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
健
康
科
学
・
看
護
学
専
攻
博
士

後
期
課
程
修
了（
博
士（
保
健
学
））。
愛
媛
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
看
護

学
専
攻
助
教
・
講
師
を
経
て
、
現
職
。

大
河
内
彩
子

お
お
こ
う
ち

あ
や
こ

横
浜
市
立
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
地
域
看
護
領
域
学
准
教
授
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